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簡易ボーリング調査(SCSC)
珠洲・森腰（4地点）
珠洲・野々江（5地点）
珠洲・春日野（3地点）

ボーリング調査
氷見・十二町潟（4地点）
射水・放生津潟（2地点）
射水・足洗潟（2地点）
黒部・生地（越ノ湖）（2地点）

富山～新潟沖の活断層の分布と矩形モデル（２０１４）

富山・石川地域での津波堆積物調査
（2014年度：日本海地震・津波調査PJ)



打撃式簡易機械ボーリング：珠洲

掘削箇所の選定

標高2-3ｍ程度の浜堤背後の潟湖
（富山湾沿岸地域： 扇状地の礫質河川→砂礫主体であるが・・

＊前進するデルタ＋沿岸流→ 砂州と潟湖が形成される
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能登半島東部：珠洲
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津波堆積物

約2000～2500年前，約3500年前

浜堤
（標高3～４m）

中粒，淘汰よい
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富山湾 湾奥でのボーリング調査

黒部地域
生地地区（2地点）

射水地域
旧放生津潟地区（2地点）
足洗潟地区（2地点）

氷見地域
旧十二町潟地区（4地点）

富山湾に面した潟湖
（泥質堆積物の分布域）
でのオールコアボーリング

旧放生津潟
足洗潟



放生津潟

足洗潟

射水平野の沖積層（放生津潟）

ラグーン

浜堤

砂質浅海

泥質浅海（内湾的）

約7200‐7800年前：初期の砂州が成立
約7200年前以降：現在の海岸付近に砂州が成立
＝潟湖（ラグーンの形成）

⇒放生津潟の形成は約7200年前

津波堆積物の検討条件
◎ラグーン（浜堤を越えた津波を検出）

：約7200年前以降，1792年まで
○浅海（内湾）（海の中のイベントが記録される）

：約7800－11000年前

約7200年前：現在と同様の海岸線を形成



射水平野の沖積層（放生津潟）

ラグーン

浜堤

←イベント堆積物（淘汰のよい砂層）



放生津潟

足洗潟

ラグーン

浜堤

砂質浅海

泥質浅海（内湾的）

射水平野の沖積層（足洗潟）

約6800‐7600年前：初期の砂州が成立
約6800年前以降：現在の海岸付近に砂州が成立
＝潟湖（ラグーンの形成）

⇒足洗潟の形成は約6800年前

津波堆積物の検討条件
◎ラグーン（浜堤を越えた津波を検出）

：約6800年前以降
△浅海（内湾）（浅海の砂なのでわかりにくい）

：約7600－8300年前

約6800年前に現在と同様の海岸線



十二町潟

①

②

③

④

①②③④

礫混じり砂州
（Ba‐1)

内湾（砂質）

潟湖（砂質）

潟湖

Ba‐1

Ba‐2

←Ba‐2形成期のイベント

氷見・十二町潟の沖積層

約7800‐8000年前：
初期の砂州（Ba‐1)が成立

約7800年前以降：砂州（Ba‐2)が成立
＝潟湖（ラグーンの形成）

⇒十二町潟の形成は約8000年前

津波堆積物の検討条件
◎Ba‐2期のラグーン
（浜堤を越えた津波を検出）

：約7800－5000年前程度



黒部・生地でのボーリング調査（越之湖の成立，1154年の海嘯）

●KRB‐1

●KRB‐2

●KRB‐1
●KRB‐2

絵図の評価：1154年当時に記録されたものではない可能性もあるので，史料評価は未定（発見は1848年）．



黒部・生地でのボーリング調査

●KRB‐1

●KRB‐2

デルタ（河川）

デルタ（海浜）

ラグーンの成立：沈降

氾濫原（耕作土）

ラグーン
（縁辺）

ラグーン

ラグーン

海進イベント

沈降イベント

デルタ（河川）

約6000年前：初期の砂州が成立
約2000年前：沈降により拡大
＝潟湖（ラグーンの形成）

⇒越ノ湖の形成は約6000年前

津波堆積物の検討条件
◎ラグーン
（浜堤を越えた津波を検出）

：約4000‐1000年前程度
△初期のラグーン

：約6000‐4000年前
越ノ湖では，約4000－1000年前の

津波が解析できる

黒部（生地）地域の沖積層（越ノ湖）

トピック 約2000‐2500年前の沈降
黒部川扇状地の沿岸部の沈降

＊河川礫＝標高－2ｍ（KRG‐2コア）
＊魚津埋没林の形成



各調査地点のイベント堆積物の対比

イベント堆積物の年代の推定（１４C年代と堆積速度）
“寄りまわり波”の可能性を考慮

共通して認定できるイベント堆積物＝津波の可能性が高い



富山～新潟沖の活断層の分布と波源モデル
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津波波源と想定される堆積物の分布
F45：富山湾沿岸地域， F41：珠洲，糸魚川～直江津，富山湾沿岸地域



各調査地点のイベント堆積物の対比

富山湾内では，
約8000年間で4回の津波が記録されている

約700-800年：F45，約2500-2700年前：F41?
約4500-4700年前：F45，約7800-7900年前：F41

F41,F45の活動履歴と発生間隔の推定

約700‐800年

約2500‐2700年

約4500‐4700年

約7800‐7900年

F45

F45

F41

F41?



15年度調査の基本的方針

平野の範囲が広い鳥取県，島根県を中心に実施

鳥取県：2012年より津波堆積物検出調査を実施
津波由来の可能性がある堆積物を検出済み
→ それらの堆積物がどの程度，広がりを持つかを調べ，

襲来した津波の規模を推定するための基礎データを得る
調査予定地点： 米子市大篠津町(米子空港東)

北栄町瀬戸・西園地区
鳥取市気高町日光地区

島根県：調査はMinoura and Nakata (1994:Island Arc)以外になし
隠岐や島根半島には山形・庄内沖地震に伴う津波襲来の伝承
→ 津波堆積物の検出を行う

調査予定地点： 隠岐郡海士町海士，大田市久手町



2015年度の調査予定

鳥取市気高町日光地区
北栄町瀬戸・

西園地区米子市大篠津町

海士町海士地区

大田市久手町

鳥取県：2012年より津波堆積物調査を実施
津波由来の可能性がある堆積物を検出
→ それらの堆積物の広がりを調査

予定地点： 米子市大篠津町(米子空港東)
北栄町瀬戸・西園地区
鳥取市気高町日光地区

島根県：
隠岐や島根半島には1833年庄

内沖地震の津波の伝承
→ 津波堆積物の検出

予定地点： 海士町海士
大田市久手町



H24鳥取県津波想定（佐渡北方沖）
（Mw8.16,断層長222㎞，60W,すべり量16m）

1833年天保庄内沖地震の津波堆積物

1833年の津波記録
飛島（山形）
荒川河口（新潟）
阿賀野川河口（新潟）
信濃川河口（歴史記録）
角海浜（新潟）
大佐渡（新潟）
舳倉島（石川）
輪島（石川：歴史記録）
隠岐（島根）
弓ヶ浜（鳥取）



隠岐・海士町

中ノ島

隠岐御役人御更代覚
1833年：海士/福井 平野部浸水

F28

F24

F17

海士

F37

湾の底質
1833庄内沖
時間ギャップ
環境変化 有



米子空港

西暦1800年代中頃の
海岸線の推定位置

米子市大篠津町

海側

海方向への流れ
陸方向への流れ 黄色：イベント層酒井＠島根大



北栄町瀬戸の
コア試料

津波由来の疑われる層

上下はかつての
ラグーン(潟湖)の
堆積物

約2000年前のもの

問題の砂層
上下の層にはない
花崗岩由来の粒子が含
まれる
近隣に花崗岩は露出しな
いが，海岸には花崗岩由
来の砂がある
→ 海方向から運搬 酒井＠島根大



鳥取県内での調査成果（2012年まで）

2千年前と4千年前頃, 鳥取県中部と東部に
同時に押し寄せる津波があった可能性が高い

津波由来の
疑われる層
の深度堆積年代

約2000年前

約4000年前

北栄町と日光の
ものがほぼ一致！

未
調

査

波源は？ 遠方？，F55(山陰沖）：隠岐がポイント


